
　≪無縁供養・説教会日程≫

 ・9:00～ 受付（卒塔婆・回向袋）

 ・10:00～ 卒塔婆供養 午前の部

 ・11:30～ 合掌会受付

 ・12:30～ 合掌会総会

 ・13:15～ 卒塔婆供養 午後の部

 ・14:15～ 説教会 布教師様ご法話

 ・15:30～ 無縁供養施食会

 ・16:00頃 散会

 合掌会会員の出席者には、法要終了後
に会よりお弁当を配りますので、出欠をお
知らせください。

【月例座禅会】
4月より午前六時から開始。

基本は第２.４土曜日です。

　★4月13.29日

 29日は月・昭和の日

　★5月11.25日

　★6月8.22日

　★7月7.20日

　　7日は日曜日

　【写 経 会】

　★4月25日・木

　★5月21日・火

　★6月20日・木

　★7月19日・金

8月は坐禅会も写経会もお

休みです。皆さんのご参

加お待ちしております。

(2)令和6年4月1日　　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　 　　　　　　第186号 (1)令和6年4月1日　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　  　　　　　　　　　　 　　　　　第186号

　
禅
の
心
第186号

令和6年　春季号

発行　安住寺
臨済宗南禅寺派

〒873-0002
杵築市大字南杵築379

　Tel　0978-62-2680
　Fax　0978-62-3980
 http://www.anjyuji.net
    編集責任　矢野明玄

【
日
々
之
好
日
】

★
一
月
十
七
日
・
大
般
若
祈
祷
法
要
。
八

坂
千
光
寺
様
部
内
の
和
尚
様
に
出
頭
い
た

だ
き
御
祈
祷
。
ま
た
、
昨
年
に
続
き
総
代

様
地
区
世
話
人
様
の
年
始
を
兼
ね
ま
し

た
。
★
二
月
五
日
、
市
内
千
光
寺
様
の
大

般
若
法
要
に
お
参
り
★
二
月
六
日
南
禅
寺

派
二
十
四
部
部
内
会
・
春
の
巡
教
な
ど
行

事
確
認
★
二
月
七
日
・
東
九
州
詹
蔔
会

（
南
禅
寺
関
係
寺
院
）
の
会
合
参
加
★
二

月
十
六
日
大
分
市
金
池
、
南
禅
寺
派
大
智

寺
四
十
世
恵
慎
公
道
和
尚
様
の
三
回
忌
に

お
参
り
い
た
し
ま
し
た
★
二
月
二
十
日
、

総
代
役
員
会
。
来
年
度
予
算
案
並
び
に
行

事
に
つ
い
て
協
議
★
三
月
一
日
・
大
分
市

白
木
龍
雲
寺
様
の
大
般
若
法
要
に
お
参
り

★
三
月
三
日
・
杵
築
市
観
光
協
会
主
催
の

人
形
供
養
法
要
を
安
住
寺
に
て
お
勤
め
★

三
月
二
十
七
日
、
旧
暦
の
二
月
十
八
日
は

安
住
寺
の
開
基
・
木
付
氏
初
代
木
付
親
重

公
「
安
住
養
国
禅
寺
慶
雲
道
海
大
禅
定

門
」
の
御
命
日
。
木
付
家
末
裔
の
三
戸
の

方
々
が
お
見
え
に
な
り
法
要
を
お
勤
め
し

ま
し
た
。
春
休
み
に
入
っ
て
お
り
次
男
三

男
も
お
勤
め
★
三
月
二
十
九
日
、
合
掌
会

執
行
部
会
。
総
会
に
向
け
て
の
話
し
合
い

を
し
、
有
意
義
な
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

四
月
八
日
お
釈
迦
様
の
誕
生
日

　　
境
内
の
桜
の
花
も
見
ご
ろ
と
な
り
好
時
節
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
八
日
は
お
釈
迦
さ
ま
の
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
日
で
「
花
ま
つ
り
」
あ
る
い
は
「
降
誕
会
」
「
灌
仏
会
」
と
言
い
法
要
を
営
み
ま
す
。

　
お
釈
迦
様
の
父
母
で
あ
る
シ
ュ
ッ
ド
ー
ダ
ナ
王
と
マ
ー
ヤ
夫
人
は
な
か
な
か
子
宝
に
恵
ま
れ
ず
に
い
ま

し
た
が
、
あ
る
と
き
マ
ー
ヤ
夫
人
が
六
本
の
牙
を
持
つ
白
象
が
右
脇
か
ら
胎
内
に
入
る
夢
を
見
て
、
懐
妊

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
に
出
産
の
為
に
故
郷
で
あ
る
隣
国
コ
ー
リ
ヤ
国
に
向
か
う
道
す
が
ら

の
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
で
花
盛
り
の
ア
シ
ョ
ー
カ
無
憂
樹
を
一
枝
採
ろ
う
と
し
た
と
き
に
お
釈
迦
様
は
誕
生
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
生
ま
れ
て
間
も
な
い
お
釈
迦
様
は
、
七
歩
歩
か
れ
天
地
を
指
さ
し
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
　
三
界
皆
苦

吾
当
安
此
（
さ
ん
が
い
か
い
く
　
ご
と
う
あ
ん
し
）
」
と
言
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
七
歩
は
地

獄
界
、
餓
鬼
界
、
畜
生
界
、
修
羅
界
、
人
間
界
、
天
上
界
の
六
道
・
六
界
を
一
歩
踏
み
進
み
、
迷
い
の
世

界
を
超
え
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
ま
た
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
　
三
界
皆
苦
吾
当
安
此
」
は
天
上
に
も
地
上
に
も
、
た
だ
人
間
に
生
ま
れ

た
時
し
か
果
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
唯
一
の
尊
い
こ
と
が
あ
る
。
ど
ん
な
人
の
人
生
も
苦
し
み
で
あ
る
。

こ
の
三
界
に
い
な
が
ら
仏
の
さ
と
り
を
開
こ
う
。
そ
し
て
、
苦
し
み
悩
む
人
々
を
本
当
の
幸
せ
に
導
こ
う

と
い
う
お
釈
迦
様
の
意
志
を
現
わ
し
て
い
ま
す
。

　　
さ
て
、
写
真
は
昭
和
二
十
五
年
～
三
十
年
ご
ろ
安
住
寺
前

の
寺
町
坂
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
花
御
堂
を
背
負
っ
た

白
象
を
子
供
た
ち
が
引
い
て
い
ま
す
。
象
か
ら
右
に
三
人
目

の
方
は
若
い
こ
ろ
の
玄
海
和
尚
様
で
し
ょ
う
か
。

　
花
ま
つ
り
の
行
事
に
は
色
々
な
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
「
六
牙
の
白
象
」
の
牙
の
数
に
も
教
え
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
六
牙
が
意
味
す
る
も
の
は
修
行
の
徳
目
「
六
波
羅
蜜
」
を

表
し
て
い
ま
す
。
・
布
施
（
与
え
る
こ
と
）
・
持
戒
（
戒
律

を
守
る
こ
と
）
・
忍
辱
（
耐
え
忍
ぶ
こ
と
）
・
精
進
（
ひ
た

す
ら
努
力
す
る
こ
と
）
・
禅
定
（
心
を
集
中
安
定
さ
せ
る
）

・
智
慧
（
と
ら
わ
れ
な
い
判
断
を
す
る
）
こ
れ
ら
は
、
悟
り

を
得
て
涅
槃
に
入
る
た
め
の
修
行
で
す
が
、
私
た
ち
が
幸
せ

に
生
活
し
て
い
く
た
め
の
実
践
行
で
も
あ
り
ま
す
。

　
色
々
な
お
寺
の
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
お
釈
迦
さ
ま
の
誕

生
を
祝
う
行
事
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
教
え
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　　
四
月
八
日
に
は
例
年
の
よ
う
に
、
「
涅
槃
会
」
を
お
勤
め

し
た
後
に
花
御
堂
を
本
堂
前
に
飾
り
、
天
地
を
指
さ
し
た
お

釈
迦
様
の
象
に
甘
茶
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
甘
茶
は
お
釈
迦
様
が
生
ま
れ
た
時
に
九
頭
の
龍
が
現
れ
、

頭
か
ら
香
湯
（
甘
露
の
雨
）
を
注
い
だ
と
い
う
伝
承
に
由
来

し
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　　≪地区世話人と合掌会役員交代について≫
　平素から安住寺護持また諸行事・合掌会の活動につきまして、各役員様にはご協力いただき

まして、心より感謝お礼を申し上げます。
　年度が替わり、地区世話人と合掌会役員の交代となります。年々市内の檀家件数も減少し、地
区によっては、お役をお勤めいただける方がなく、長く同じ方が役員をされておりますし、地区役
員と合掌会役員を一世帯でお勤めいただくことが出来ない地区もあります。（役員の交代方法・
順番は基本的に各地区でお話し合い頂くことになっております。）
　以前は3月の春分の日に寺報春号を発行しておりましたので、４月１日発行の発行に変わりまし
たが、春季無縁供養説教会の卒塔婆供養・回向袋の取りまとめは前任の地区世話人様に願いし
ております。合掌会の会費、総会につきましては新役員様にお願いをしており、地区によっては不
都合があろうかと思いますが、ご容赦ください。
　地区役員様の引継ぎ会・決算報告会は、5月24日（金）午後5時からを予定しております。改め
てハガキにてお知らせいたしますので御出席をお願いいたします。
　檀信徒の皆様には、何かとご不便をおかけしていることと思いますが、各役員様方のご苦労に
感謝し、ご理解いただきますようお願い申し上げます。ご不明な点やお困りのことがありましたら
お寺までお知らせください。

【
義
援
金
の
お
知
ら
せ

】

　
二
月
二
十
日
の
総
代
会
に
お
き

ま
し
て

、
能
登
半
島
地
震
災
害
に

安
住
寺
よ
り
義
援
金
を
送
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た

。

　
十
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す

。
ま
た
お
賽
銭
の

義
援
に
つ
き
ま
し
て
は
継
続
し
て

お
り
ま
す

。
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
る
と
と
も
に

、
皆
様

の
御
浄
財
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す

。

　
春
季
無
縁
供
養
説
教
会

　

　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日
（
火
）

　

〈
布
教
師

〉

　
　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

　
　
　
臨
済
宗
南
禅
寺
派
　
接
心
庵
副
住
職

　
　
　

牛
腸
　
恵
海
師
（
ご
ち
ょ
う
え
か
い
し

）

　　
　
　
※
本
年
の
無
縁
供
養
説
教
会
は
一
日
で
行
い
ま
す
。

　
　
　
布
教
師
様
の
お
説
教
と
合
掌
会
総
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
日
程
を
ご
確
認
の
上
お
参
り
く
だ
さ
い
。

 
 
　
卒
塔
婆
供
養
は
一
本
五
百
円
で
す
。

　
　
　
事
前
の
申
し
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

今年の人形供養の様子今年の木付講（開山堂内で）

十
二
年
前
の
総
会
様
子


